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概要・基本設定

概要・基本設定

RSVP（Resource Reservation Protocol）は、ルーター間で特定 IPトラフィック用に一定帯域を予約し、帯

域を保証するためのプロトコルです。

本製品は、次の 2つの機能を提供します。

• RSVP対応ルーターとしての基本機能：RSVPの帯域予約メッセージ（PATHと RESV）を中継し、

これらメッセージの要求に基づいて帯域を予約します。この機能を使うためには、各端末が RSVPを

サポートしている必要があります。

• RSVPプロキシーエージェント機能：特定のトラフィックフロー（たとえば、ホスト A から B の

Telnetトラフィック）に対して、本製品が代理で RSVPメッセージを送受信し帯域を確保します。端

末が RSVPをサポートしている必要はありません。

RSVP基本機能

■ RSVPの基本機能を使用するには、ENABLE RSVPコマンド（14ページ）で RSVPモジュールを有効

にし、ENABLE RSVP INTERFACEコマンド（17ページ）で RSVPメッセージの送受信を行うインター

フェースを指定するだけです。

ENABLE RSVP ↵
ENABLE RSVP INTERFACE=ppp0 ↵

✎ RSVP機能は PPPインターフェース（PPPoEを除く）上でのみ動作します。

RSVPプロキシーエージェント機能

プロキシーエージェント機能を利用する場合は、どのトラフィックに対して、どれだけの帯域を確保するか

をあらかじめ設定しておく必要があります。

■ RSVPプロキシーエージェントを有効にするには、ENABLE RSVP PROXYコマンド（18ページ）を使

います。

ENABLE RSVP PROXY ↵

■送信側プロキシーを作成するには、CREATE RSVP PROXYコマンド（6ページ）の TYPEパラメーター

に PATHを指定します。送信側プロキシーは、配下の LANから特定の宛先に向けたパケットを受信した場

合に、送信者の代理で Pathメッセージを送信します。対象トラフィックは、次の各パラメーターで指定し

ます。

送信側 PATH=ipadd/port [PMASK=ipadd]

受信側 SESSION=protocol,ipadd[/port[-port]] [SMASK=ipadd]
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概要・基本設定

表 1:

また、トラフィックの仕様（使用する帯域）は、TSPECパラメーターで指定します。TSPECパラメーター

は次の形式で指定します。

[t,(r),(d),(p),(m),(M)] ↵

tは文字通りの「t」、それ以外は変数です。意味は次のとおりです。

(r) 平均転送レート

(d) 平均パケットサイズ

(p) 転送ピークレート

(m) 最小MTU値

(M) 最大MTU値

表 2:

また、TIMEOUTパラメーターでトラフィックがなくなってから、帯域を解放するまでの時間を指定します。

次に例を示します。

CREATE RSVP PROXY=s TYPE=PATH SESS=TCP,192.168.20.0/23 PATH=192.168.10.0

TSPEC=[t,4000,1000,4000,100,200] TIM=30 ↵
SET RSVP PROXY=s SMASK=255.255.255.0 PMASK=255.255.255.0 ↵

この例では、192.168.10.0/24から 192.168.20.0/24に対する Telnetトラフィックに対する帯域予約を要求

しています。

■受信側プロキシーを作成するには、CREATE RSVP PROXYコマンド（6ページ）の TYPEパラメーター

に RESVを指定します。受信側プロキシーは、配下の LANに対する Pathメッセージを受信した場合に、受

信者の代理で Resvメッセージを返送します。対象トラフィックは、次の各パラメーターで指定します。ま

た、INTERFACEパラメーターで受信者のいる側のインターフェースを指定します。

受信側 SESSION=protocol,ipadd[/port[-port]] [SMASK=ipadd]

表 3:

また、受信者に代わって要求する QoS（フロースペック）を FLOWSPEC パラメーターで指定します。

FLOWSPECパラメーターは次の形式で指定します。

[cl,(r),(d),(p),(m),(M)] ↵

clは文字通りの「cl」、それ以外は変数です。意味は TSPECと同じです。

また、STYLEパラメーターで帯域予約スタイル FF（Fixed Filter）を指定します。

次に例を示します。
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概要・基本設定

CRE RSVP PROXY=r TYPE=RESV SESS=TCP,192.168.20.0/23 SMA=255.255.255.0

INT=ppp0 STY=FF FLOW=[cl,4000,1000,4000,100,200] ↵

この例では、192.168.20.0/24に対する Telnetトラフィックに対する帯域予約を要求しています。リソース

予約形態は FF（Fixed Filter）のみをサポートしています。FFは、Proxyのレンジに引っかかったパケット

に対して、予約していた帯域をセッションごとに張ります。帯域はシェアしません。
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CREATE RSVP PROXY

CREATE RSVP PROXY

カテゴリー：RSVP / RSVPプロキシー

CREATE RSVP PROXY=proxy-name TYPE=PATH PATH=ipadd[/port] [PMASK=ipadd]

TSPEC=tspec [TIMEOUT=10..1800] SESSION=protocol,ipadd[/port[-port]]

[SMASK=ipadd]

CREATE RSVP PROXY=proxy-name TYPE=RESV INTERFACE=interface STYLE={FF}
FLOWSPEC=flowspec SESSION=protocol,ipadd[/port[-port]] [SMASK=ipadd]

proxy-name: プロキシーエントリー名（1～15文字。英数字とアンダースコアを使用可能。大文字小文字を区別しない）
ipadd: IPアドレスまたはネットマスク
port: TCP/UDPポート番号（0～65535）
tspec: Tspec（Traffic spec。PATHメッセージのフロー仕様。[t,(r),(d),(p),(m),(M)]の形式。値はすべて 10進整数）
protocol: IPプロトコル番号（0～255）またはプロトコル名
interface: IPインターフェース名（pppXのみ（PPPoEは除く））
flowspec: Flowspec（RESVメッセージのフロー仕様。[cl,(r),(d),(p),(m),(M)]の形式。値はすべて 10進整数）

解説

RSVPプロキシーエントリーを作成する。

送信側プロキシーは、PATH/PMASKから SESSIONへのトラフィックフローを検出すると、TSPECを要

求する Pathメッセージを目的地に送る。

受信側プロキシーは、SESSIONに対する Pathメッセージを検出すると、FLOWSPECを要求する Resv

メッセージを Pathメッセージの送信元に返送する。

パラメーター

PROXY プロキシーエントリー名

TYPE プロキシーの種類。送信側（PATH）プロキシーと受信側（RESV）プロキシーがある。

PATH 送信側ホストの指定。IPアドレス（プロキシー対象トラフィックフローの始点 IPアドレス）とポー

ト番号（省略可）で指定する。PMASKと組み合わせてアドレスの範囲指定が可能。

PMASK PATHパラメーターで指定した IPアドレスに対するネットマスク。送信側ホストの IPアドレス

範囲を指定する。省略時は 255.255.255.255（単一ホスト）。

TSPEC 送信トラフィックの性質を示すSender Tspec（Traffic spec）を指定する。形式は [t,(r),(d),(p),(m),(M)]

で、(r)は平均転送レート（バイト/秒）、(d)は平均パケットサイズ（バイト）、(p)は転送ピークレー

ト（バイト/秒）、(m)は最小MTU値（バイト）、(M)は最大MTU値（バイト）を示す。

TIMEOUT 該当するトラフィックフローがなくなってから帯域確保を解除するまでの時間（秒）。デフォ

ルトは 120秒。

SESSION 受信側ホストの指定。IPプロトコル（TCP、UDPなど）、IPアドレス（プロキシー対象トラ

フィックフローの終点 IPアドレス）、ポート番号（TCP、UDPのときのみ。範囲指定が可能。省略

可。省略時は 0-65535の全ポートが対象）を指定する。SMASKと組み合わせてアドレスの範囲指定
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CREATE RSVP PROXY

が可能。

SMASK SESSIONパラメーターで指定した IPアドレスに対するネットマスク。受信側ホストの IPアド

レス範囲を指定する。省略時は 255.255.255.255（単一ホスト）。

INTERFACE 受信側プロキシーにおいて、受信者が存在する IPインターフェース名。PPPインターフェー

ス（PPPoEを除く）のみサポート。

STYLE 帯域予約形態。プロキシー対象セッションごとに指定帯域を確保する FF（Fixed Filter）のみサ

ポート。

FLOWSPEC 要求するQoS水準を示す Flowspecを指定する。形式は [t,(r),(d),(p),(m),(M)]で、(r)は平

均転送レート（バイト/秒）、(d)は平均パケットサイズ（バイト）、(p)は転送ピークレート（バイト/

秒）、(m)は最小MTU値（バイト）、(M)は最大MTU値（バイト）を示す。

例

■ルーター 192.168.10.1において、192.168.10.0/24（クライアント）から 192.168.20.0/24（サーバー）へ

の Telnetトラフィックに対する送信側プロキシーエントリーを作成する。トラフィック仕様 Tspecは、平

均転送レート 4000バイト/秒、平均パケットサイズ 1000バイト、ピーク時転送レート 4000バイト/秒、最

小MTU値 100バイト、最大MTU値 2000バイトとする。トラフィックがなくなったときのタイムアウト

は 60秒とする。

CREATE RSVP PROXY=tels TYPE=PATH PATH=192.168.10.0

TSPEC=[t,4000,1000,4000,100,2000] SESSION=TCP,192.168.20.0/23

SET RSVP PROXY=tels PMASK=255.255.255.0 SMASK=255.255.255.0 TIMEOUT=60

■ルーター 192.168.20.1において、192.168.10.0/24（クライアント）から 192.168.20.0/24（サーバー）への

Telnetトラフィックに対する受信側プロキシーエントリーを作成する。帯域予約形態は FF（Fixed Filter）。

QoS仕様 Flowspecは、平均転送レート 4000バイト/秒、平均パケットサイズ 1000バイト、ピーク時転送

レート 4000バイト/秒、最小MTU値 100バイト、最大MTU値 2000バイトとする。

CREATE RSVP PROXY=telr TYPE=RESV INTERFACE=ppp0 STYLE=FF

FLOWSPEC=[cl,4000,1000,4000,100,2000] SESSION=TCP,192.168.20.0/23

SET RSVP PROXY=telr SMASK=255.255.255.0

備考・注意事項

コマンドラインが長くなるため、CREATEと SETに分割して入力する必要がある。CREATE RSVP PROXY

コマンドでは必須パラメーターの PROXY、TYPE、PATH、TSPEC、SESSION（送信側の場合）、あるい

は、PROXY、TYPE、INTERFACE、STYLE、FLOWSPEC、SESSION（受信側の場合）だけを指定し、そ

の他は SET RSVP PROXYコマンドで設定するとよい。また、適宜省略形を用いること。

関連コマンド
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CREATE RSVP PROXY

DESTROY RSVP PROXY（9ページ）

DISABLE RSVP PROXY（13ページ）

ENABLE RSVP PROXY（18ページ）

RESET RSVP PROXY（19ページ）

SET RSVP PROXY（21ページ）

SHOW RSVP PROXY（31ページ）
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DESTROY RSVP PROXY

DESTROY RSVP PROXY

カテゴリー：RSVP / RSVPプロキシー

DESTROY RSVP PROXY=proxy-name

proxy-name: プロキシーエントリー名（1～15文字。英数字とアンダースコアを使用可能。大文字小文字を区別しない）

解説

RSVPプロキシーエントリーを削除する。

パラメーター

PROXY プロキシーエントリー名

関連コマンド

CREATE RSVP PROXY（6ページ）

DISABLE RSVP PROXY（13ページ）

ENABLE RSVP PROXY（18ページ）

SHOW RSVP PROXY（31ページ）
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DISABLE RSVP

DISABLE RSVP

カテゴリー：RSVP /一般コマンド

DISABLE RSVP

解説

RSVPモジュールを無効にする。デフォルトは無効。

関連コマンド

ENABLE RSVP（14ページ）

SHOW RSVP（23ページ）
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DISABLE RSVP DEBUG

DISABLE RSVP DEBUG

カテゴリー：RSVP /一般コマンド

DISABLE RSVP DEBUG={ALL|EVENT|PACKET|RESV|STATE} [INTERFACE={interface|
DYNAMIC}]

interface: IPインターフェース名（pppXのみ（PPPoEは除く））

解説

RSVPモジュールのデバッグオプションを無効にする。

パラメーター

DEBUG 無効にするデバッグオプションを指定する。ALLを指定した場合はすべてのデバッグを無効に

する。EVENT（RSVPイベント）、PACKET（RSVPメッセージのパケットトレース）、RESV（帯域

予約の確立、解放など）、STATE（RSVP制御ブロック）は、それぞれ各オプションのデバッグを無効

にする。

INTERFACE IPインターフェース名。指定した場合、該当インターフェースにおけるデバッグのみが無

効になる。DYNAMICを指定した場合は、これ以降に作成されたダイナミックインターフェースで

のデバッグが無効になる。省略時はすべてのインターフェースでのデバッグが無効になる。PPPイン

ターフェース（PPPoEを除く）のみサポート。

関連コマンド

ENABLE RSVP DEBUG（15ページ）

SHOW RSVP（23ページ）
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DISABLE RSVP INTERFACE

DISABLE RSVP INTERFACE

カテゴリー：RSVP /一般コマンド

DISABLE RSVP INTERFACE={interface|DYNAMIC}

interface: IPインターフェース名（pppXのみ（PPPoEは除く））

解説

指定したインターフェースで RSVPを無効にする。

パラメーター

INTERFACE IPインターフェース名。指定した場合、該当インターフェースにおける RSVP機能が無

効になる。DYNAMICを指定した場合は、これ以降に作成されたダイナミックインターフェースの

RSVP機能が無効になる。PPPインターフェース（PPPoEを除く）のみサポート。

関連コマンド

ENABLE RSVP INTERFACE（17ページ）

SHOW RSVP（23ページ）

SHOW RSVP INTERFACE（28ページ）
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DISABLE RSVP PROXY

DISABLE RSVP PROXY

カテゴリー：RSVP / RSVPプロキシー

DISABLE RSVP PROXY[=proxy-name]

proxy-name: プロキシーエントリー名（1～15文字。英数字とアンダースコアを使用可能。大文字小文字を区別しない）

解説

RSVPプロキシー機能を無効にする。デフォルトは無効。あるいは、指定した RSVPプロキシーエントリー

を無効にする。プロキシーエントリー作成直後の状態は有効。

パラメーター

PROXY RSVPプロキシーエントリー名を指定する。指定時は該当エントリーのみが無効になる。省略時

は RSVPプロキシー機能全体が無効になる。

関連コマンド

ENABLE RSVP PROXY（18ページ）

RESET RSVP PROXY（19ページ）

SHOW RSVP PROXY（31ページ）
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ENABLE RSVP

ENABLE RSVP

カテゴリー：RSVP /一般コマンド

ENABLE RSVP

解説

RSVPモジュールを有効にする。デフォルトは無効。

実際に帯域予約を行うためには、個々のインターフェースでも RSVPを有効にする必要があることに注意

（ENABLE RSVP INTERFACEコマンド）。

関連コマンド

DISABLE RSVP（10ページ）

ENABLE RSVP INTERFACE（17ページ）

SHOW RSVP（23ページ）
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ENABLE RSVP DEBUG

ENABLE RSVP DEBUG

カテゴリー：RSVP /一般コマンド

ENABLE RSVP DEBUG={ALL|EVENT|PACKET|RESV|STATE} [INTERFACE={interface|
DYNAMIC}]

interface: IPインターフェース名（pppXのみ（PPPoEは除く））

解説

RSVPモジュールのデバッグオプションを有効にする。

パラメーター

DEBUG 有効にするデバッグオプションを指定する。ALLを指定した場合はすべてのデバッグを有効に

する。EVENT（RSVPイベント）、PACKET（RSVPメッセージのパケットトレース）、RESV（帯域

予約の確立、解放など）、STATE（RSVP制御ブロック）は、それぞれ各オプションのデバッグを有効

にする。

INTERFACE IPインターフェース名。指定した場合、該当インターフェースにおけるデバッグのみが有

効になる。DYNAMICを指定した場合は、これ以降に作成されたダイナミックインターフェースで

のデバッグが有効になる。省略時はすべてのインターフェースでのデバッグが有効になる。PPPイン

ターフェース（PPPoEを除く）のみサポート。

入力・出力・画面例

Manager > enable rsvp debug=event

Info (176003): Operation successful.

Manager > 3923.906 Pkt Rx RAW Path On: eth0 From: 192.168.10.200 To: 192.168.2

0.50

3923.906 Path State Added, Session: 192.168.20.50:1041 TCP, Sender: 192.168.10.2

00:23

3923.906 Pkt Tx RAW Path On: ppp0 From: 192.168.10.200 To: 192.168.20.50

Manager > enable rsvp debug=packet int=eth0

Info (176003): Operation successful.

Manager > 4320.393 Pkt Rx RAW Path On: ppp0 From: 192.168.20.50 To: 192.168.10

.200

4320.393 Pkt Rx RAW Resv On: eth0 From: 0.0.0.0 To: 192.168.10.1

RSVP CentreCOM AR560S コマンドリファレンス 2.9
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ENABLE RSVP DEBUG

Common Header: TTL: 63 Length: 104

Session .......... Dest: 192.168.10.200 Protocol: 6 Port: 23 Flags: 0x00

Hop .............. IP Address: 192.168.10.1 LIH: 0x00010000

Time ............. Refresh Period: 30000ms

Confirm: IP Address 192.168.10.1

Style ............ FF

Flow Spec ........ [cl,4000,200,4000,100,2000]

Filter Spec ...... IP Address: 192.168.20.50 Port: 1042

4320.393 Pkt Tx RAW Resv On: ppp0 From: 192.168.10.1 To: 192.168.20.1

Manager > enable rsvp debug=resv int=eth0

Info (176003): Operation successful.

Manager > 3609.348 Resv: Flow added on eth0, Session: 192.168.10.200:23 TCP

3609.348 Resv: Filt Spec added on eth0. Session: 192.168.10.200:23 TCP

Manager > 3652.424 Resv: Flow added on ppp0, Session: 192.168.20.50:1040 TCP

3652.424 Resv: Filt Spec added on ppp0. Session: 192.168.20.50:1040 TCP

Manager > 3726.575 Resv: Flow removed from ppp0, Session: 192.168.20.50:1040 TCP

3726.575 Resv: Filt Spec changed on ppp0. Session: 192.168.20.50:1040 TCP

Manager > enable rsvp debug=state

Info (176003): Operation successful.

Manager >

4652.080 Path State Added, Session: 192.168.10.200:23 TCP, Sender: 192.168.20.50

:1043

In Interface ..... ppp0

Out Interface(s).. eth0

Previous Hop...... IP Address: 192.168.20.1 LIH: 0x00020000 UDP: Yes

Timer ............ 30000ms

TSpec ............ [t,4000,200,4000,100,2000]

AD Spec .......... [a ]

備考・注意事項

本コマンドは、トラブルシューティング時など、内部情報の確認が必要な場合を想定したものですので、ご

使用に際しては弊社技術担当にご相談ください。

関連コマンド

DISABLE RSVP DEBUG（11ページ）

SHOW RSVP（23ページ）
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ENABLE RSVP INTERFACE

ENABLE RSVP INTERFACE

カテゴリー：RSVP /一般コマンド

ENABLE RSVP INTERFACE={interface|DYNAMIC}

interface: IPインターフェース名（pppXのみ（PPPoEは除く））

解説

指定したインターフェースで RSVPを有効にする。

パラメーター

INTERFACE IPインターフェース名。指定した場合、該当インターフェースにおける RSVP機能が有

効になる。DYNAMICを指定した場合は、これ以降に作成されたダイナミックインターフェースの

RSVP機能が有効になる。PPPインターフェース（PPPoEを除く）のみサポート。

関連コマンド

DISABLE RSVP INTERFACE（12ページ）

SHOW RSVP（23ページ）

SHOW RSVP INTERFACE（28ページ）
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ENABLE RSVP PROXY

ENABLE RSVP PROXY

カテゴリー：RSVP / RSVPプロキシー

ENABLE RSVP PROXY[=proxy-name]

proxy-name: プロキシーエントリー名（1～15文字。英数字とアンダースコアを使用可能。大文字小文字を区別しない）

解説

RSVPプロキシー機能を有効にする。デフォルトは無効。あるいは、指定した RSVPプロキシーエントリー

を有効にする。プロキシーエントリー作成直後の状態は有効。

パラメーター

PROXY RSVPプロキシーエントリー名を指定する。指定時は該当エントリーのみが有効になる。省略時

は RSVPプロキシー機能全体が有効になる。

関連コマンド

DISABLE RSVP PROXY（13ページ）

RESET RSVP PROXY（19ページ）

SHOW RSVP PROXY（31ページ）
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RESET RSVP PROXY

RESET RSVP PROXY

カテゴリー：RSVP / RSVPプロキシー

RESET RSVP PROXY[=proxy-name]

proxy-name: プロキシーエントリー名（1～15文字。英数字とアンダースコアを使用可能。大文字小文字を区別しない）

解説

RSVPプロキシーエージェントをリセットする。あるいは、指定した RSVPプロキシーエントリーをリセッ

トする。

パラメーター

PROXY RSVPプロキシーエントリー名を指定する。指定時は該当エントリーのみがリセットされる。省

略時は RSVPプロキシーエージェント全体がリセットされる。

関連コマンド

DISABLE RSVP PROXY（13ページ）

ENABLE RSVP PROXY（18ページ）

SHOW RSVP PROXY（31ページ）
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SET RSVP INTERFACE

SET RSVP INTERFACE

カテゴリー：RSVP /一般コマンド

SET RSVP INTERFACE={interface|DYNAMIC} [MAXBANDWIDTH=0..100]

[ENCAPSULATION={UDP|RAW}]

interface: IPインターフェース名（pppXのみ（PPPoEは除く））

解説

指定したインターフェースの RSVP関連パラメーターを変更する。

パラメーター

INTERFACE IPインターフェース名。DYNAMICを指定した場合は、これ以降に作成されるダイナミッ

クインターフェースが設定の対象となる。PPPインターフェース（PPPoEを除く）のみサポート。

MAXBANDWIDTH RSVPで確保できる最大帯域幅を、該当インターフェースの全帯域に対するパーセ

ンテージで指定する。デフォルトは 75%。

ENCAPSULATION RSVPメッセージのエンキャプセレーション。RAWを指定した場合は、RSVPメッ

セージを IPパケットに直接格納する。IPプロトコル番号は 46。UDPを指定した場合は、RSVPメッ

セージをUDPパケットに格納する。デフォルトは RAW。

関連コマンド

DISABLE RSVP INTERFACE（12ページ）

ENABLE RSVP INTERFACE（17ページ）

SHOW RSVP（23ページ）

SHOW RSVP INTERFACE（28ページ）
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SET RSVP PROXY

SET RSVP PROXY

カテゴリー：RSVP / RSVPプロキシー

SET RSVP PROXY=proxy-name [PATH=ipadd[/port]] [PMASK=ipadd]

[TSPEC=tspec] [TIMEOUT=10..1800] [SESSION=protocol,ipadd[/port[-port]]]

[SMASK=ipadd]

SET RSVP PROXY=proxy-name [FLOWSPEC=flowspec]

[SESSION=protocol,ipadd[/port[-port]]] [SMASK=ipadd]

proxy-name: プロキシーエントリー名（1～15文字。英数字とアンダースコアを使用可能。大文字小文字を区別しない）
ipadd: IPアドレスまたはネットマスク
port: TCP/UDPポート番号（0～65535）
tspec: Tspec（Traffic spec。PATHメッセージのフロー仕様。[t,(r),(d),(p),(m),(M)]の形式。値はすべて 10進整数）
protocol: IPプロトコル番号（0～255）またはプロトコル名
flowspec: Flowspec（RESVメッセージのフロー仕様。[cl,(r),(d),(p),(m),(M)]の形式。値はすべて 10進整数）

解説

RSVPプロキシーエントリーの設定パラメーターを変更する。

パラメーター

PROXY プロキシーエントリー名

PATH 送信側ホストの指定。IPアドレス（プロキシー対象トラフィックフローの始点 IPアドレス）とポー

ト番号（省略可）で指定する。PMASKと組み合わせてアドレスの範囲指定が可能。

PMASK PATHパラメーターで指定した IPアドレスに対するネットマスク。送信側ホストの IPアドレス

範囲を指定する。省略時は 255.255.255.255（単一ホスト）。

TSPEC 送信トラフィックの性質を示すSender Tspec（Traffic spec）を指定する。形式は [t,(r),(d),(p),(m),(M)]

で、(r)は平均転送レート（バイト/秒）、(d)は平均パケットサイズ（バイト）、(p)は転送ピークレー

ト（バイト/秒）、(m)は最小MTU値（バイト）、(M)は最大MTU値（バイト）を示す。

TIMEOUT 該当するトラフィックフローがなくなってから帯域確保を解除するまでの時間（秒）。デフォ

ルトは 120秒。

SESSION 受信側ホストの指定。IPプロトコル（TCP、UDPなど）、IPアドレス（プロキシー対象トラ

フィックフローの終点 IPアドレス）、ポート番号（TCP、UDPのときのみ。範囲指定が可能。省略

可。省略時は 0-65535の全ポートが対象）を指定する。SMASKと組み合わせてアドレスの範囲指定

が可能。

SMASK SESSIONパラメーターで指定した IPアドレスに対するネットマスク。受信側ホストの IPアド

レス範囲を指定する。省略時は 255.255.255.255（単一ホスト）。

FLOWSPEC 要求するQoS水準を示す Flowspecを指定する。形式は [t,(r),(d),(p),(m),(M)]で、(r)は平

均転送レート（バイト/秒）、(d)は平均パケットサイズ（バイト）、(p)は転送ピークレート（バイト/

秒）、(m)は最小MTU値（バイト）、(M)は最大MTU値（バイト）を示す。

RSVP CentreCOM AR560S コマンドリファレンス 2.9
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SET RSVP PROXY

関連コマンド

CREATE RSVP PROXY（6ページ）

DESTROY RSVP PROXY（9ページ）

DISABLE RSVP PROXY（13ページ）

ENABLE RSVP PROXY（18ページ）

RESET RSVP PROXY（19ページ）

SHOW RSVP PROXY（31ページ）
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SHOW RSVP

SHOW RSVP

カテゴリー：RSVP /一般コマンド

SHOW RSVP

解説

RSVPモジュールの基本設定を表示する。

入力・出力・画面例

Manager > show rsvp

RSVP

----------------------------------------

Enabled ...................... Yes

Debug ........................ None

Debug Port ................... None

Number of Reservations ....... 2

Interfaces:

Number ....................... 2

Number Enabled ............... 2

State:

Number of Sessions ........... 1

Number of Paths .............. 1

Number of Reservations ....... 2

----------------------------------------

Enabled RSVPモジュールの有効・無効

Debug 現在有効なデバッグオプション。None、Resv、Packet、Event、Stateの

組み合わせ

Debug Port デバッグメッセージの出力先非同期ポート

Number of reservations 現在の帯域予約数

Interfacesセクション RSVPインターフェースの情報が表示される

Number IPインターフェース数

Number Enabled RSVP機能が有効になっている IPインターフェース数

Stateセクション RSVPの状態が表示される

Number of Sessions アクティブな RSVPセッション数

Number of Paths アクティブな RSVP PATHの数

Number of Reservations アクティブな RSVP RESVの数

RSVP CentreCOM AR560S コマンドリファレンス 2.9
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表 4:

関連コマンド

DISABLE RSVP（10ページ）

DISABLE RSVP DEBUG（11ページ）

DISABLE RSVP INTERFACE（12ページ）

ENABLE RSVP（14ページ）

ENABLE RSVP DEBUG（15ページ）

ENABLE RSVP INTERFACE（17ページ）

SHOW RSVP COUNTER（25ページ）

SHOW RSVP INTERFACE（28ページ）

SHOW RSVP PATH（30ページ）

SHOW RSVP RESV（34ページ）
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SHOW RSVP COUNTER

SHOW RSVP COUNTER

カテゴリー：RSVP /一般コマンド

SHOW RSVP COUNTER

解説

RSVPモジュールの統計カウンターを表示する。

入力・出力・画面例

Manager > show rsvp counter

RSVP Counters

-------------------------------------------------------------------------------

Packets:

inPath ......................... 63 outPath ....................... 109

inResv ......................... 91 outResv ....................... 107

inPathErr ....................... 0 outPathErr ...................... 0

inResvErr ....................... 0 outResvErr ..................... 54

inPathTear ..................... 12 outPathTear .................... 12

inResvTear ...................... 3 outResvTear ..................... 0

inResvConf ...................... 0 outResvConf .................... 18

fwdResv ......................... 0 fwdPathErr ...................... 0

fwdResvErr ...................... 0 fwdResvTear ..................... 0

Errors:

errVersion ...................... 0 errChecksum ..................... 0

errLength ....................... 0 errBadObject .................... 0

errOrder ........................ 0 errUnknownObject ................ 0

errNoSession .................... 0 errNoStyle ...................... 0

errNoFlowDesc ................... 0 errBadStyle ..................... 0

errDestPortConflict ............. 0 errSrcPortConflict .............. 0

errNoSessionState .............. 51 errStyleConflict ................ 0

errNoPathState .................. 0 errTTLZero ...................... 0

errNoRoute ...................... 0

-------------------------------------------------------------------------------

inPath Pathメッセージ受信数

inResv Resvメッセージ受信数

inPathErr PathErrメッセージ受信数

inResvErr ResvErrメッセージ受信数

inPathTear PathTearメッセージ受信数

inResvTear ResvTearメッセージ受信数
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inResvConf ResvConfメッセージ受信数

fwdResv Resvメッセージ転送数

fwdResvErr ResvErrメッセージ転送数

outPath Pathメッセージ送信数

outResv Resvメッセージ送信数

outPathErr PathErrメッセージ送信数

outResvErr ResvErrメッセージ送信数

outPathTear PathTearメッセージ送信数

outResvTear ResvTearメッセージ送信数

outResvConf ResvConfメッセージ送信数

fwdPathErr PathErrメッセージ転送数

fwdResvTear ResvTearメッセージ転送数

errVersion 受信した RSVPメッセージのうち、バージョン番号が不正であったものの数

errLength 受信した RSVPメッセージのうち、オブジェクトの長さが適切でなかったもの

の数

errOrder 受信した RSVPメッセージのうち、オブジェクトの順序が適切でなかったもの

の数

errNoSession 受信した RSVPメッセージのうち、SESSIONオブジェクトが含まれていなかっ

たものの数

errNoFlowDesc 受信した RSVPメッセージのうち、必須の FLOWDESCオブジェクトが含まれ

ていなかったものの数

errDestPortConflict 受信した RSVPメッセージのうち、セッションポートに矛盾があったものの数

errNoSessionState 受信した RSVPメッセージのうち、存在しないセッションを指定していたもの

の数

errNoPathState 受信した RSVPメッセージのうち、存在しない Pathを指定していたものの数

errNoRoute 送信対象 RSVPメッセージのうち、経路がないため送信できなかったものの数

errChecksum 受信した RSVPメッセージのうち、チェックサムエラーがあったものの数

errBadObject 受信した RSVPメッセージのうち、不正なオブジェクトを含んでいたものの数

errUnknownObject 受信した RSVPメッセージのうち、不明なオブジェクトを含んでいたため破棄

されたものの数

errNoStyle 受信した RSVPメッセージのうち、必須の STYLEオブジェクトが含まれてい

なかったものの数

errBadStyle 受信した RSVPメッセージのうち、STYLEオブジェクトの形式が不正であった

ものの数

errSrcPortConflict 受信した RSVPメッセージのうち、始点ポートに矛盾があったものの数

errStyleConflict 受信した RSVPメッセージのうち、予約状態情報との間で帯域予約形態に矛盾

があったものの数

errTTLZero 受信した PathTearメッセージのうち、TTLが 0であったものの数

表 5:
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関連コマンド

SHOW RSVP（23ページ）

SHOW RSVP INTERFACE（28ページ）

SHOW RSVP PATH（30ページ）

SHOW RSVP RESV（34ページ）
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SHOW RSVP INTERFACE

SHOW RSVP INTERFACE

カテゴリー：RSVP /一般コマンド

SHOW RSVP INTERFACE[=interface]

interface: IPインターフェース名（pppXのみ（PPPoEは除く））

解説

各 IPインターフェースの RSVP設定パラメーターおよび状態を表示する。

パラメーター

INTERFACE RSVPが有効になっているインターフェースの名前。省略時はすべてのインターフェースが

表示される。PPPインターフェース（PPPoEを除く）のみサポート。

入力・出力・画面例

Manager > show rsvp interface

RSVP Interfaces

Maximum Reserved No. of

Interface Enabled Bandwidth(%) Bandwidth(%) Reservations Debug Encap

------------------------------------------------------------------------------

Dynamic No 75 0 0 None RAW

eth0 Yes 75 0 1 None RAW

ppp0 Yes 75 6 1 None RAW

------------------------------------------------------------------------------

Interface インターフェース名。Dynamicはダイナミックインターフェースに関する

パラメーターエントリー

Enabled RSVP機能が有効かどうか

Maximum Bandwidth RSVPで予約できる帯域幅。インターフェースの全帯域に対するパーセン

テージ

Reserved Bandwidth 現在予約されている帯域幅。インターフェースの全帯域に対するパーセン

テージ

No. of Reservations 現在アクティブな予約数

Debug 有効なデバッグオプション。None、Resv、Packet、Pkt+Resvのいずれか

Encap RSVPメッセージのエンキャプセレーション。RAW（IP）またはUDP

表 6:
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SHOW RSVP INTERFACE

関連コマンド

DISABLE RSVP INTERFACE（12ページ）

ENABLE RSVP INTERFACE（17ページ）

SET RSVP INTERFACE（20ページ）

SHOW RSVP（23ページ）

SHOW RSVP COUNTER（25ページ）

SHOW RSVP PATH（30ページ）

SHOW RSVP RESV（34ページ）
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SHOW RSVP PATH

SHOW RSVP PATH

カテゴリー：RSVP /一般コマンド

SHOW RSVP PATH

解説

RSVPセッションに関する情報を送受信した Pathメッセージに基づいて表示する。

入力・出力・画面例

Manager > show rsvp path

Path State

Session Senders TSpec

------------------------------------------------------------------------------

192.168.20.50:1038 TCP 192.168.10.200:23 [t,4000,1000,4000,100,2000]

192.168.10.200:23 TCP 192.168.20.50:1038 [t,4000,1000,4000,100,2000]

------------------------------------------------------------------------------

Session セッション（終点）、「IPアドレス:ポート トランスポートプロトコル」の形式

Senders 送信者（Sender）の IPアドレス

TSpec Pathメッセージのフロー仕様 TSpec。[t (r) (d) (p) (m) (M)]の形式。(r)は平均

転送レート（バイト/秒）、(d)は平均パケットサイズ（バイト）、(p)は転送ピーク

レート（バイト/秒）、(m)は最小MTU値（バイト）、(M)は最大MTU値（バイ

ト）を示す

表 7:

関連コマンド

SHOW RSVP（23ページ）

SHOW RSVP COUNTER（25ページ）

SHOW RSVP INTERFACE（28ページ）

SHOW RSVP RESV（34ページ）
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SHOW RSVP PROXY

SHOW RSVP PROXY

カテゴリー：RSVP / RSVPプロキシー

SHOW RSVP PROXY[=proxy-name]

proxy-name: プロキシーエントリー名（1～15文字。英数字とアンダースコアを使用可能。大文字小文字を区別しない）

解説

RSVPプロキシーエントリーの設定情報を表示する。

パラメーター

PROXY プロキシーエントリー名。省略時はすべてのエントリーに関する情報が表示される。

入力・出力・画面例

Manager > show rsvp proxy

RSVP proxy agent

Enabled ................ Yes

RSVP PATH proxy entries

------------------------------------------------------------------------

bap

Enabled ..... Yes

Matches ..... 15

Session ..... TCP,192.168.20.0/0-65535

Mask ...... 255.255.255.0

Timeout ..... 30s

PathID ...... 192.168.10.0/23

Mask ...... 255.255.255.0

TSpec ....... [t,4000,1000,4000,100,2000]

------------------------------------------------------------------------

RSVP RESV proxy entries

------------------------------------------------------------------------

bar

Enabled ..... Yes

Matches ..... 6

Session ..... TCP,192.168.10.0/23

Mask ...... 255.255.255.0

Interface ... eth0

Style ....... FF

RSVP CentreCOM AR560S コマンドリファレンス 2.9
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SHOW RSVP PROXY

Flow spec ... [cl,4000,1000,4000,100,2000]

------------------------------------------------------------------------

RSVP proxy agentセクション RSVPプロキシーエージェントに関する情報が表示される

Enabled プロキシーエージェントが有効かどうか

RSVP PATH proxy entriesセクション 送信側（Path）プロキシーエントリーに関する情報が表示さ

れる

RSVP RESV proxy entriesセクション 受信側（Resv）プロキシーエントリーに関する情報が表示さ

れる

<name> プロキシーエントリー名

Enabled プロキシーエントリーが有効かどうか

Matches 合計プロキシーセッション数

Session セッション（トラフィックフローの終点）

Session/Mask Sessionアドレスに対するネットマスク

Timeout 送信側プロキシーエントリーの予約帯域解放タイムアウト

（秒）

PathID Path ID（トラフィックフローの始点）

Path/Mask Path IDアドレスに対するネットマスク

TSpec Pathメッセージのフロー仕様 TSpec。[t,(r),(d),(p),(m),(M)]

の形式。(r) は平均転送レート（バイト/秒）、(d)は平均パ

ケットサイズ（バイト）、(p)は転送ピークレート（バイト/

秒）、(m)は最小MTU値（バイト）、(M)は最大MTU値（バ

イト）を示す

Interface 受信側プロキシーエントリーのインターフェース

Style 帯域予約形態。FF（Fixed Filter）のみサポート

Flow spec Resv メッセージの QoS 要求仕様 Flowspec。形式は

[cl,(r),(d),(p),(m),(M)] で、(r) は平均転送レート（バイト/

秒）、(d)は平均パケットサイズ（バイト）、(p)は転送ピーク

レート（バイト/秒）、(m)は最小MTU値（バイト）、(M)は

最大MTU値（バイト）を示す

表 8:

関連コマンド

CREATE RSVP PROXY（6ページ）

DESTROY RSVP PROXY（9ページ）

DISABLE RSVP PROXY（13ページ）

ENABLE RSVP PROXY（18ページ）

SET RSVP PROXY（21ページ）

SHOW RSVP PROXY COUNTER（33ページ）
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SHOW RSVP PROXY COUNTER

SHOW RSVP PROXY COUNTER

カテゴリー：RSVP / RSVPプロキシー

SHOW RSVP PROXY COUNTER

解説

RSVPプロキシーエージェントの統計カウンターを表示する。

入力・出力・画面例

Manager > show rsvp proxy counter

RSVP proxy counters

Enabled PATH entries ...... 1 Enabled RESV entries ...... 3

Disabled PATH entries ..... 0 Disabled RESV entries ..... 0

Current PATH sessions ..... 3 Current RESV sessions ..... 2

Total PATH sessions ....... 234 Total RESV sessions ....... 324

Enabled PATH entries 有効な送信側プロキシーエントリー数

Disabled PATH entries 無効な送信側プロキシーエントリー数

Current PATH sessions アクティブな送信側プロキシーセッション数

Total PATH sessions 本ルーターが開始した送信側プロキシーセッション数

Enabled RESV entries 有効な受信側プロキシーエントリー数

Disabled RESV entries 無効な受信側プロキシーエントリー数

Current RESV sessions アクティブな受信側プロキシーセッション数

Total RESV sessions 本ルーターが開始した受信側プロキシーセッション数

表 9:

関連コマンド

CREATE RSVP PROXY（6ページ）

CREATE RSVP PROXY（6ページ）

DESTROY RSVP PROXY（9ページ）

DISABLE RSVP PROXY（13ページ）

ENABLE RSVP PROXY（18ページ）

SET RSVP PROXY（21ページ）

SHOW RSVP PROXY（31ページ）
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SHOW RSVP RESV

SHOW RSVP RESV

カテゴリー：RSVP /一般コマンド

SHOW RSVP RESV

解説

現在の帯域予約状況を表示する。

入力・出力・画面例

Manager > show rsvp resv

Reservation State

Session Interface Style Flow Spec

--------------------------------------------------------------------------------

192.168.10.200:23 TCP eth0 FF [cl,4000,1000,4000,100,2000]

--------------------------------------------------------------------------------

Session セッション（トラフィックフローの終点）。「IPアドレス:ポート トランスポート

プロトコル」の形式

Interface 対象インターフェース

Style 帯域予約形態。WF（Wildcard Filter）、SE（Shared Explicit）、FF（Fixed Filter）

のいずれか

Flow Spec QoS要求仕様 Flowspec。形式は [cl,(r),(d),(p),(m),(M)]で、(r)は平均転送レー

ト（バイト/秒）、(d)は平均パケットサイズ（バイト）、(p)は転送ピークレート

（バイト/秒）、(m)は最小MTU値（バイト）、(M)は最大MTU値（バイト）を

示す

表 10:

関連コマンド

SHOW RSVP（23ページ）

SHOW RSVP COUNTER（25ページ）

SHOW RSVP INTERFACE（28ページ）

SHOW RSVP PATH（30ページ）
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